社会人大学院生の積極的受入
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
徳島文理大学薬学部　京谷庄二郎
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要約
　社会人大学院生の積極的受入を行うため、講義を週末や祝祭日に開講、集中講義を行う、開講時間を夕刻にする等社会人が受講しやすい環境を整えている。また研究テーマとして、職業生活上の要請に的確に応えるもの、社会人大学院生個人のみならず社会の発展のために活用されるものとしており、分野別にコースを設け（例：医療・薬物治療分野、健康・高齢者医療分野等）、院生が選択できる領域を広げている。施設設備の共同使用等大学間連携を促進し、連携大学間全体で社会人大学院生の人材育成機能・基盤の強化を計っている。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
１．目的
　４学部の各拠点に附属薬局を設置し、統一した基準による実務実習と、高齢者医療、中山間地域医療、在宅医療など各地域に特化した医療サービス提供のモデル構築を行う。地域の薬剤師会との協働により、地域薬剤師の技能均てん化への取組み及び地域薬局の在るべき姿の探究と先駆的取り組みに活用する。

２．活動内容
　講義を週末や祝祭日に開講、集中講義を行う、開講時間を夕刻に行う等社会人が受講しやすい環境を整えた。。また研究テーマとして、職業生活上の要請に的確に応えるもの、社会人大学院生個人のみならず社会の発展のために活用されるものとしており、分野別にコースを設け（例：医療・薬物治療分野、健康・高齢者医療分野等）、院生が選択できる領域を広げている。（資料１、２、３）

３．成果
　現在、３大学の大学院で合計２９人の社会人院生が在籍している。事業期間中に社会人大学生の１６人が博士号を習得している。（資料４）

４．今後の予定
[bookmark: _GoBack]　補助金事業終了後も積極的に社会人を受け入れる予定である。



